
はじめに

　現在，日本各地で中・大型哺乳類の生息域や個体
数が増加しており，このことが人間社会や生態系に
及ぼす，様々な影響が報告されている。とくにニホ
ンジカ Cervus nipponは，その個体数の増加と分布
域の拡大が森林生態系に及ぼす影響の大きさから注
視されているが，志賀高原においても上信越高原国
立公園特別保護地区内で新たにニホンジカの生息が
確認されたことから（水谷 2017），その動向が注目
されている。今後の野生動物や森林生態系の保全・
管理を考える上で，これら中・大型哺乳類の生息状
況は重要な基礎的情報である。
　そこで当該地域における野生動物管理のための基
礎的知見を得る事を目的として，筆者は2016年から
信州大学教育学部附属自然教育園カヤノ平分園（以
下，カヤノ平）において，自動撮影カメラを用いて
ニホンジカを含む中・大型哺乳類の生息状況調査を
おこなっている（水谷・黒江 2018，水谷 2019，
2020）。本報告では2019年に実施した調査の結果に
ついて報告する。

調査地と調査方法

　調査は，カヤノ平（36°50′N，138°30′E，1400─
1700m a.s.l）において実施した。カヤノ平の主要な
植生はブナ原生林であり，平均気温および年降水量
の平年値（1981年─2010年）はそれぞれ4.9℃，
1677.5mmである（Ida 2013）。カヤノ平は多雪地
域であり，積雪期間は11月～ 5月，最大積雪は 4～
5 mに達する。カヤノ平には，総延長約700mの自
然観察路が整備されている（図 1）。
　調査は，2019年 7 月18日から10月25日までの期間，
実施した。カヤノ平の自然観察路を中心とする地域
を75m四方のメッシュに分割し，そのうち 5 メッ
シュに 1台ずつ，計 5台の自動撮影カメラを設置し
た（図 1 ）。このうち 4 台は自然観察路に向けて，
1台はブナ倒木により発生した林内ギャップに向け
て，それぞれ設置した。
　調査に用いた自動撮影カメラは，Strike Elite
（Browning, Morgan, UT, USA）である。自動撮影カ
メラは立木にナイロンベルトで取り付け，設置高は
地上 1 ～1.5mとした（写真 1 ）。自動撮影カメラ
の設定は，静止画記録，動物検知時に 3ショット撮
影，復帰時間 1分とした。
　哺乳類が撮影された記録のうち，30分以内に同一
個体と推測される動物が写っていた場合は，重複イ
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ベントとして有効データから除外した。また一度に
複数の個体が撮影された場合は，撮影回数を個体数
分カウントした。撮影された野生の哺乳類の種名は，
「The Wild mammals of Japan」（Ohdachi et al. 2009）
に従って整理した。相対的な撮影頻度を比較するた
め， 1 台の自動撮影カメラを100日間作動させた場
合の撮影回数である撮影頻度指数（RAI : Relative 
Abundance Index）を次式により算出した（O'Brien 
et al. 2003）。

撮影頻度指数 RAI＝ 
 （撮影回数［回］/カメラ稼働日数［日］）×100［日］

結果と考察

　調査期間中の有効撮影日数は495カメラ日で，総
撮影回数は979回であった。このうち哺乳類が記録
された有効な撮影回数は16回（1.6％）であった。
地域の中・大型哺乳類相の把握に必要な調査努力量
は200～300カメラ日程度とされており（金子ら  
2009），本調査の有効撮影日数は，これを十分に上
回っていた。哺乳類が記録された有効撮影回数の割
合は少なかったが，これは自然観察路の利用者に反
応した撮影回や，その他の光の乱反射などによる撮

影回が多かったことによるものであった。
　撮影された野生の中・大型哺乳類は 7種で，ニホ
ンノウサギ Lepus brachyurus（写真 2），ツキノワグ
マ Ursus thibetanus（写真 3 ），イノシシ Sus scrofa

（写真 4）がそれぞれ 3回ずつ確認された（表 1）。
このほかアカギツネ Vulpes vulpes（写真 5 ），タヌ
キ Nyctereutes procyonoides（写真 6），ニホンアナグ
マ Meles anakuma（写真 7 ）およびニホンジカ Cer-
vus nippon（写真 8 ）が確認された。また中・大型
哺乳類のほかにコウモリ類が 2回，撮影された。月
ごとの撮影頻度指数（RAI）は10月に高く 8 月に低
かったが，その変動幅は小さかった。
　2018年調査（水谷 2020）と比べると，中・大型
哺乳類の確認種数は2018年が 8種，2019年は 7種で
1種減であったが，記録された種は入れ替わってい
た。2019年調査では2018年に記録された獣種のうち
ニホンリス Sciurus lis，ハクビシン Paguma larvata

およびホンドテン Martes melampusが出現せず，替
わってニホンジカとイノシシが確認された。ニホン
ジカとイノシシは，カヤノ平における一連の調査で
は初めての記録である。また2018年調査で確認され
たノネコは，2019年調査では出現しなかった。撮影
頻度を比較すると，2018年調査では RAIは19.7で

図 1  　調査地の位置（左）と調査メッシュおよび自動撮影カメラ（○）の配置．
灰色の太い実線は自然観察路．

写真 1　自動撮影カメラの設置状況
写真 2　ニホンノウサギ Lepus brachyurus

（2019年10月14日撮影）
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あったのに対し，2019年調査では3.4に減少した
（表 1 ）。2018年調査ではアカギツネ，ニホンアナ
グマおよびノネコが高頻度で撮影され，これが全体
の RAIを押し上げていたが，2019年にはいずれの
獣種の撮影頻度も 3回以下で，高頻度で出現する種
はいなかった。この違いは近隣での当該獣種の繁殖
の有無などの影響による利用頻度の違いを反映した
もので，直ちに個体数水準の大きな変化を示すもの
ではないと考えられる。一方，今回の調査で初めて
確認されたニホンジカとイノシシは，今後の動向を
注視する必要がある。
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